
 

（公社）神奈川労務安全衛生協会平塚支部 事務局  

 

 

 

 

 

２０２２年１月号 

新年あけましておめでとうございます。今年は、コロナも落ち着い

て講習会への参加も以前に戻る、戻って欲しいと思っていたのです

が、年明けよりオミクロンなる邪魔者が、「まん延防止法」も 1/21～

2/13 の期間適用されました。・・とは言っても良い一年になることを

心から期待しています。昨年は理事会や講習会の Web 開催を始め、

経営者セミナーもオンデマンド配信と初めての挑戦をさせて頂きま

した。今年もコロナ禍に負けぬ挑戦の年としたいものです。 

皆様、本年も宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪の白川郷 



今後の講習会予定（空席有り） 

平塚地域産業保健センター  ～地域産業保健事業～ 

地域産業保健センターでは、労働者数 50 人未満の小規模事業場の事業者や 

そこで働く人を対象として、労働安全衛生法で定められた保健指導などの産業  

保健サービスを無料で提供しています。ぜひご活用ください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

支援はすべて無料です！ 

詳しくは、ホームページをご覧下さい。 

（http://www.kanagawas.johas.go.jp/） 

独立行政法人 労働者健康安全機構  

平塚地域産業保健センター   

〒254-0082 平塚市東豊田４４８－３ 平塚市医師会内 

Tel 0463-52-0355   Fax 0463-52-0356 

神奈川産業保健総合支援センター   

〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町３－２９－１ 第 6 安田ビル３階 

Tel 045-410-1160   Fax 045-410-1161 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小規模事業場向けサービスの内容 

◇労働者の健康管理（メンタルヘルスを含む）に係る相談 

◇健康診断の結果についての医師からの意見聴取  

◇長時間労働者及びストレスチェックに係る高ストレス者に対する面接指導  

◇個別訪問による産業保健指導の実施 

1) 2月9日 （水） 労務部会講習（パワーハラスメント法改正について）

2) 2月22日 （火） 安全管理者選任時研修

3) 2月25日 （金） 危険体感訓練

4) 3月10日 （木） 職場リーダーのためのメンタルヘルス講座

5) 3月16・17日 （水・木） 職長教育

6) 3月22・23日 （火・水） 安全衛生推進者養成講習

7) 4月5・6・7日 （火・水・木）新入者安全衛生教育：平塚市勤労会館

8) 4月11日 （月） 新入者安全衛生教育：秦野商工会議所

9) 4月13日 （水） フルハーネス型安全帯特別教育

10) 4月27日 （水） 安全管理者選任時研修

http://www.kanagawas.johas.go.jp/


「新入者安全衛生教育」開催予定について 

今年入社される新入社員教育のお問い合わせが多くなっています。 

例年、ご希望の日時が集中いたしますのでお早目のお申し込みをお待ち申し上げます。 

４月５日から 4 回（内、1 回は秦野会場）を計画しています。 

８月２日には中途採用の方のための「新入者安全教育半日コース」を開催いたします。 

中途採用者教育は、事業場からのご要望に応えて企画いたしました。 

また、出前講習も受け付けておりますので、まずは事務局までご相談下さい。 

皆様のお役に立てる平塚支部を今年も目指してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「危険体感訓練」開催！ 

平塚支部、初の試みとして昨年１２月に日産車体殿、スリーエム殿のご協力により危

険体感訓練を実施しました。 

体感項目は、・服装検査・パネルは刃物・重量物・フォークリフト運転者の死角・残圧体

感・回転物巻き込まれ・カッターナイフ切創・トルクレンチ外し・ベルカップ切創・高所落下

時の衝撃・VＲ体感などとフルハーネス型安全帯の吊下げ体感 

受講生には、座学では得られない体験に満足いただけたと思います。 

ＶＲ体感では、思わず「ウォ！」などの声も聞かれました。 

 

 

 

 

 

「令和 3 年度 神奈川労務安全衛生大会 」のお礼 

11/17（水）開催の神奈川労安全衛生大会は、オンデマンドによる WEB 開催となりました。 

平塚支部からは、12 支部の中でも主催支部の藤沢、横浜南に次ぐ 97 名の方に申込みいた

だきました。ありがとうございます。 

本部より参加奨励金も出ることになり、厳しい支部財政の一助となりました。 

来年度は、平塚・小田原支部が担当支部となり箱根湯本富士屋ホテルで開催の予定です。 

更なるご協力をお願いします。 

深堀です 

ＶＲ体感 高所落下時の衝撃体感 

ハーネス吊下げ体感 



 

                                    

 

 

 昨年 12 月中旬に事務所の大塚さんが退職され、ハローワークで求人していま

したが年明け 1/5 に連絡頂いた、祢冝（ねぎ）さんに来て頂くことになりまし

た。今後の活躍を期待してます。また、中継ぎとして桔川さん（日車 OB）に手

伝って頂きなんとか支部運営を続けることが出来ています。感謝してます。 

 

年末から年始にかけて、岐阜の山奥へ行ってきました。 

大雪警報も発令され、こんな寒い時期にどうして？と思われるかもしれません

が、昨年 11 月に知人が会社を辞め、岐阜の山奥にあるキャンプ場＆温泉旅館

に転職したのです。なるほど、昔からキャンプが好きでソロキャンプにも良く

行っていたのは知っていたのですが、大きな会社のマネージャー職にあった彼

が何故なの？何が彼を動かしたのか知りたくなり、嫁さん連れてノコノコと愛

車で出かけたのでした。（大雪で道路閉鎖とか大変でしたがそれなりに雪道ドライブ楽し

みました。支部 HP の写真はその時に訪れた白川郷と高山市内の写真です。） 

 

キャンプ場は雪に覆われて、キャンプサイトは雪上キャンプを楽しむ方たち

で満席状態です。石油スト―プとか薪ストーブで暖を取るようです。煙突を出

しているテントも有りました。（私達は、旅館の方へ泊りましたが） 

 

（美味しい飛騨牛を頂きながら）彼の話を聞くと・コロナ禍で自宅勤務が続き

自分の将来に不安を感じ・子供たちは手が離れ・色々と自問自答を繰り返し出

した結論が「自分のキャンプ場を開きたい！」だったとのこと。まずは、修行

からと現キャンプ場のオーナーに頼み込み、住み込みを始めたそうです。 

・・・良く思い切った、羨ましい、私には出来ない、でも応援したい・・・ 

 

曰く、今はキャンプブームが来ていますが昔からの根強いキャンパーも多く

いるのでブームに流されないキャンプ場を作りたい。冬のキャンプは、雪が無

いとただ寒いだけで楽しめないから雪が積もる場所に が第一条件！ 

 

私はと言えば子どもたちも大きくなり、キャンプへ行くこともなくなりまし

た。でも倉庫の中のテント引っ張り出して、今度はキャンプ場へ泊ろうかと、

当然、行くとしても夏の暖かい時期にですよ。 

 

雪上キャンプ挑戦してみますか？・・楽しそうだけど無理だ・・深堀です。 

事務局長のひとりごと・・ 


